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第
１
節
　
今
、
ヨ
コ
ハ
マ
は

巨
大
都
市
空
間
と
し
て
の

横
浜
臨
海
部

産
業
の
苗
床
と
し
て
、
ま
た
、
港
湾
物
流
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た

臨
海
部
は
、
構
造
調
整
が
進
む
な
か
で
、
都
市
機
能
や
親
水
機
能
を
そ
な
え
た

多
様
な
都
市
空
間
と
し
て
、
装
い
を
新
た
に
し
よ
う
と
し
て
い
る

【
接
収
と
復
興
】

　
昭
和
2
0
年
８
月
1
5
日
正
午
、
「
堪
へ
難
キ
ヲ
堪
へ
忍

ヒ
難
キ
ヲ
忍
ヒ
以
テ
万
世
ノ
為
二
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト
欲

ス
」
。
そ
れ
は
国
民
に
と
っ
て
虚
脱
感
と
同
時
に
、
安
堵

感
で
も
あ
っ
た
。
３
年
８
ヵ
月
ぶ
り
に
灯
火
管
制
か
解

か
れ
、
明
る
い
夜
が
ふ
た
だ
び
も
ど
っ
て
き
た
。

　
一
面
の
焼
野
原
、
荒
涼
た
る
廃
虚
の
な
か
で
、
米
軍

は
兵
た
ん
基
地
と
し
て
横
浜
港
を
フ
ル
に
使
う
こ
と
に

な
っ
た
。
戦
火
を
ま
ぬ
が
れ
た
わ
ず
か
な
港
湾
施
設
も

す
べ
て
接
収
さ
れ
、
市
の
中
心
部
も
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
・

倉
庫
・
小
型
機
の
飛
行
場
で
占
領
さ
れ
、
市
街
地
の
高

層
ビ
ル
、
山
下
公
園
、
根
岸
競
馬
場
な
ど
の
公
園
緑
地

も
ほ
と
ん
ど
接
収
さ
れ
た
。
全
国
の
接
収
土
地
面
積
の

う
ち
約
６
割
を
横
浜
が
占
め
、
戦
災
と
接
収
は
横
浜
と

横
浜
市
民
に
か
つ
て
な
い
大
き
な
犠
牲
を
強
い
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
接
収
解
除
へ
の
長
い
道
の
り
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
2
6

年
８
月
、
横
浜
市
復
興
建
設
会
議
を
お
き
、
県
・
市
の

商
工
会
議
所
、
県
会
・
市
会
の
議
員
な
ど
市
内
外
の
政

財
界
が
一
丸
と
な
っ
て
接
収
解
除
の
運
動
を
行
っ
だ
。

こ
れ
ま
で
接
収
さ
れ
た
面
積
は
、
土
地
－
６
－
６
万
㎡
、

建
物
１
１
０
万
㎡
で
あ
り
、
6
2
年
４
月
ま
で
に
土
地
の

6
7
％
、
建
物
の
8
3
％
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
し
て
今
も
な

お
、
接
収
解
除
の
努
力
は
続
け
ら
れ
て
い
る
。

■接収土地面積比較

全国接収土地面積110,946,93l坪

昭和26年10月１日現在

｢横浜市建築助成公社20年史｣

横
浜
臨
海
部
の
現
状

　
横
浜
臨
海
部
は
約
4
2
0
0
㌶
で
、
戦
前
か
ら
の
埋

立
地
が
約
３
分
の
１
を
占
め
る
。
鉄
鋼
・
石
油
産
業
な

ど
が
立
地
す
る
京
浜
工
業
地
帯
、
物
流
機
能
と
都
市
機

能
が
混
在
し
た
港
奥
部
、
物
流
拠
点
と
し
て
の
本
牧
地

区
、
石
油
精
製
基
地
な
ど
の
あ
る
根
岸
地
区
、
工
業
団

地
と
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
と
し
て
の
金

沢
地
区
と
、
か
な
り
純
化
し
た
土
地
利
用
が
行
わ
れ
て

い
る
。

産
業
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
産
業
構
造
の
高
度
化
、
国
際
水
平
分
業
体
制
の
確
立

な
ど
経
済
の
構
造
調
整
が
、
素
材
型
を
主
体
と
す
る
臨

海
工
業
地
帯
の
土
地
利
用
の
再
編
を
う
な
が
し
て
い
る

（
※
①
）
ま
た
、
日
本
経
済
全
体
の
研
究
開
発
機
能
の
強

化
の
な
か
で
、
東
京
へ
の
近
接
性
、
首
都
圏
3
0
0
0

万
の
大
消
費
地
の
存
在
、
産
業
の
苗
床
と
し
て
の
豊
か

な
技
術
集
積
な
ど
、
臨
海
部
は
新
た
な
産
業
空
間
と
し

て
の
評
価
を
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

港
湾
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
貿
易
構
造
の
変
化
や
コ
ン
テ
ナ
化
な
ど
輸
送
革
新
の

動
き
に
対
応
し
、
港
湾
機
能
の
拠
点
は
大
黒
・
本
牧
ふ
頭

を
は
じ
め
、
将
来
の
南
本
牧
ふ
頭
（
※
②
）
な
ど
、
沖
合

埋
め
立
て
地
へ
と
展
開
し
つ
つ
あ
る
。
内
港
地
区
等
の

既
存
ふ
頭
は
老
朽
化
。
陳
腐
化
と
相
ま
っ
て
、
都
市
機

能
と
調
和
し
た
新
た
な
港
湾
空
間
の
形
成
が
も
と
め
ら

れ
て
い
る
。

都
市
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
横
浜
で
は
、
国
際
会
議
場
な
ど
の
国
際
的
な
交
流
・

情
報
拠
点
と
し
て
の
「
み
な
と
み
ら
い
2
1
」
事
業
が
、

そ
の
全
貌
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
京

で
は
、
臨
海
部
を
国
際
的
機
能
を
集
積
し
た
副
都
心
と

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
※
③
）
。
湾
岸
道
路
な

ど
の
高
速
交
通
網
の
整
備
は
、
東
京
湾
臨
海
部
全
体
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
飛
躍
的
に
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

市
民
か
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
本
市
の
水
際
線
は
約
１
８
０
㎞
、
多
く
は
産
業
系
に



■臨海部プロジェクト

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ニ
ー
ズ
が
増
え
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
を
も
つ
親
水
字
間
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
横
浜
の
臨
海
部
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
う
け
な
が
ら
、
2
1
世
紀
に
む
け
て
多
様
な
都
市

空
間
と
し
て
大
き
く
飛
曜
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

②
南
本
牧
ふ
頭
計
画

外
貨
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
進
展
に
対
応
で
き
る
大
水
深
、

大
規
模
コ
ン
テ
ナ
ー
バ
ー
ス
等
高
能
率
ふ
頭
の
整
備
。

昭
和
6
4
～
7
5
年
５
万
～
６
万
Ｄ
／
ｗ
級
岸
壁
４
バ
ー
ス
。

③
東
京
副
都
心
構
想

１
３
号
地
、
1
0
号
地
、
有
明
地
区
の
４
４
８
㌶
に
業
務
・

居
住
機
能
を
中
心
に
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
機
能
を
配
置
。

居
住
人
口
約
６
万
人
、
就
業
人
口
1
1
万
5
0
0
0
人
、

総
事
業
費
約
４
兆
1
4
0
0
億
円
。

横浜臨海部は首都機能

の受皿としての｢みな

とみらい21事業｣｢重厚

長大産業の構造転換｣

｢水際線の市民利用｣の

３つの大きなインパク

トを受けて大きく変わ

ろうとしている。写真

は臨海部に立地する新

浦島ハイテクビルの完

成予想(上)とロフト文

化を象徴する倉庫利用

のプ－ルバー(下)
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■接収地図

※
ひ
と
く
ち
メ
モ

①
6
0
年
工
業
製
造
品
出
荷
額

６
・
１
兆
円
の
う
ち
臨
海
部
３
・
６
兆
円
（
5
8
・
７
％
）
、

内
陸
部
２
・
５
兆
円
（
４
１
・
３
％
）
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